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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，未だ合成例のない Mycalolide Bの重要合成中間体の効率的合成を示したものである。Mycalolide 
Bは多くの不斉中心と特異な官能基を持つ構造的な点と細胞毒性やアクチン脱重合活性を持つ生物活性の点
で合成化学者に注目されている化合物である。本合成研究では，天然物に 13 個存在する不斉炭素のうち，
11 個の不斉炭素が適切な有機合成反応を用いることにより立体選択的に導入されている点と，トリスオキ
サゾール部分を含む特異な骨格も効率的な合成戦略で構築されている点で，合成化学的に高く評価される。
この合成研究により，Mycalolide Bおよびその類縁体の合成への確かな道が拓かれ，類似の化合物の合成研
究への大きな知見となった。また，Mycalolide Bおよびその類縁体の生物活性評価を通して，アクチンの生
物機能および海洋天然物の抗腫瘍性に関する生命科学研究への波及効果も大いに期待できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
